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ト

③
冬
の
味
覚
「
ハ
タ
ハ
タ
」
は
今

２
５
日
午
後
２
時
半
ご
ろ
、
秋
田
市
で

は
多
く
の
地
点
で
路
面
の
積
雪
が
１
０
セ

ン
チ
以
上
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
市
一

斉
除
雪
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
内
に
は
至
る
と

こ
ろ
に
雪
山
が
で
き
て

い
て
、
除
雪
車
４
０
０

台
以
上
が
除
雪
に
あ
た

り
ま
し
た
。
午
後
５
時

時
点
の
積
雪
量
は
、
北

秋
田
市
阿
仁
合
で
１
３
９
セ
ン
チ
、
秋
田

市
で
２
７
セ
ン
チ
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
省
消
防
庁
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

２
月
１
０
日
ま
で
の
大
雪
に
よ
る
死
者
は

全
国
で
４
６
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。
雪
下

ろ
し
で
の
転
落
や
落
雪
に
巻
き
込
ま
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
と
み
ら
れ
、
自
治
体
な
ど

が
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

雪
道
で
の
転
倒
防
止
策
と
し
て
、
歩
幅

を
小
さ
く
し
て
歩
く
「
ペ
ン
ギ
ン
歩
き
」

が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
重
心
を
や
や

前
に
置
き
、
靴
裏
全
体
を
路
面
に
つ
け
る

よ
う
に
歩
く
の
が
コ
ツ
。
転
倒
に
備
え
て

ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
な
い
こ
と
も
重
要

で
、
雪
国
で
は
常
識
で
し
ょ
う
か
。

■

秋
田
の
冬
を
象
徴
す
る
魚
「
ハ
タ
ハ
タ
」

が
、
今
シ
ー
ズ
ン
か
つ
て
な
い
不
漁
に
見

舞
わ
れ
て
い
る
。
漁
獲
量
は
１
９
９
５
年

の
禁
漁
明
け
以
降
で
最
少
と
な
る
見
通
し

で
、
海
水
温
の
上
昇
や
群
れ
の
消
失
、
性

比
の
異
常
な
ど
、
海
で
起
き
て
い
る
複
合

的
な
異
変
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
地

域
文
化
と
し
て
根
付
い
て
き
た
「
季
節
ハ

タ
ハ
タ
漁
」
が
存
続
の
危
機
に
立
た
さ
れ

て
い
る
。

県
に
よ
る
と
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
ハ
タ
ハ

タ
漁
獲
量
は
沖
合
５
・
５
ト
ン
、
沿
岸
１

１
４
キ
ロ
の
計
約
５
・
６
ト
ン
に
と
ど
ま

り
、
１
９
９
５
年
の
禁
漁
明
け
以
降
で
最

も
少
な
い
見
通
し
だ
（
１
月
６
日
時
点
）
。

八
峰
町
の
八
森
・
岩
館
両
漁
港
の
季
節

ハ
タ
ハ
タ
漁
も
４
７
・
５
キ
ロ
と
、
昨
季

の
５
％
ほ
ど
に
激
減
し
た
（
１
月
７
日
時

点
）
。
八
森
漁
港
の
漁
の
解
禁
は
２
０
２

５
年
１
１
月
２
５
日
だ
っ
た
が
、
初
漁
は

１
２
月
２
３
日
と
異
例
の
遅
さ
。
地
元
の

漁
師
は
「
予
想
は
し
て
い
た
が
、
こ
こ
ま

で
と
は
」
と
肩
を
落
し
て
い
る
よ
う
。
八

森
漁
港
の
漁
師
・
山
本
太
志
さ
ん
は
、
１

５
年
以
上
海
面
水
温
を
記
録
し
て
き
た
が
、

そ
の
経
験
か
ら
、
水
温
が
１
３
・
２

度
を
下
回
る
と
ハ
タ
ハ
タ
が
産
卵
の
た

め
沿
岸
に
寄
る
と
さ
れ
る
が
、
今
季
は

１
２
月
下
旬
に
な
っ
て
も
１
２
・
４
〜

１
３
・
６
度
高
い

ま
ま
だ
っ
た
。

漁
師
に
な
っ
て

２
０
年
に
な
る
山

本
さ
ん
は
「
２
０

年
で
水
温
が
４
度

ほ
ど
上
が
っ
て
い

る
」
と
指
摘
し
、

温
暖
化
の
影
響
が

産
卵
行
動
を
直
撃

し
て
い
る
可
能
性

を
示
唆
す
る
。

山
本
さ
ん
の
経
験
に
よ
る
と
、
例
年

山
形
方
面
か
ら
北
上
す
る
群
れ
と
北
海

道
方
面
か
ら
南
下
す
る
群
れ
が
八
森
沖

で
合
流
す
る
。
し
か
し
、
南
か
ら
の
群

れ
は
４
年
前
か
ら
姿
を
消
し
、
今
季
は

北
か
ら
の
群
れ
も
確
認
さ
れ
な
か
っ
た

と
い
う
。
「
こ
れ
ま
で
北
か
ら
の
群
れ

が
残
っ
て
い
た
か
ら
何
と
か
漁
に
な
っ

て
い
た
が
、
今
季
は
そ
れ
す
ら
も
来
な

か
っ
た
」
と
山
本
さ
ん
は
語
る
。

さ
ら
に
深
刻
な
の
が
、
漁
獲
さ
れ
た

ハ
タ
ハ
タ
の
性
比
の
異
常
だ
。
通
常
は

雄
７
割
・
雌
３
割
だ
が
、
今
季
は
９
割

が
大
型
の
雌
で
、
雄
が
ほ
と
ん
ど
い
な

い
と
い
う
。
ハ
タ
ハ
タ
は
雌
が
藻
場
に

産
卵
し
、
そ
こ
に
雄
が
来
て
受
精
す
る

こ
と
で
稚
魚
が
生
ま
れ
る
。
雄
が
い
な

け
れ
ば
繁
殖
が
成
立
せ
ず
、
来
季
以
降

の
資
源
回
復
に
も
暗
い
影
を
落
と
す
。

美
味
し
い
ブ
リ
コ
が
食
べ
ら
れ
る
よ

う
、
回
復
を
期
待
し
た
い
。
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二
十
歳
の
門
出
祝
う

（
３
市
で
３
３
０
５
人
）

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
成
人
年
齢
が
１

８
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
海
老
名
・

座
間
・
綾
瀬
市
と
も
今
年
度
中
に
２
０
歳

に
達
す
る
０
５
年
４
月
２
日
か
ら
０
６
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
を
対
象
に
成
人

式
が
開
催
さ
れ
た
。
３
市
で
３
３
０
５
人

が
門
出
を
迎
え
る
。

海
老
名
市
で
実
施
さ
れ
る
の
は
「
令
和

８
年
海
老
名
市
二
十
歳
の
祝
典
」
。
式
典

の
対
象
者
は
１
３
１
７
人
（
男
性
６
９
０

人
・
女
性
６
２
７
人
）
で
前
年
比
９
人
減
。

会
場
は
海
老
名
市
文
化
会
館
で
、
出
身

中
学
校
別
に
午
前
１
０
時
３
０
分
か
ら
の

第
１
部
（
海
老
名
・
柏
ケ
谷
・
今
泉
）
と

午
後
１
時
３
０
分
か
ら
の
第
２
部
（
有
馬

・
海
西
・
大
谷
）
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。

市
長
や
教
育
長
に
よ
る
祝
辞
の
ほ
か
、
抽

選
会
や
当
時
の
教
諭
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

寄
せ
書
き
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
が
あ
る
。

式
典
の
対
象

者
を
１
０
年
前

の
２
０
１
６
年

と
比
較
す
る
と
、

海
老
名
駅
周
辺

な
ど
の
開
発
が

進
む
海
老
名
市

は
１
３
１
人
増

加
し
て
い
る
。

一
方
、
綾
瀬
市

は
５
７
人
減
と
わ
ず
か
に
減
少
、
座
間
市

の
減
少
幅
は
大
き
く
１
８
４
人
減
と
な
っ

て
い
る
。

■ 海老名市では紙テープ投げが行われた
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